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We have measured, in situ, the B1s, Mg2s and Mg2p XPS spectra, and the MgKLL Auger
 
spectra of MgB?films,at room temperature and 15 K. The films have been produced by simultaneous
 
deposition on a substrate of Mg metal and B component from two evaporating-sources. For
 
comparison,we have also attempted to produce thin films Mg?B?(x＝0.3,2.2)by the same method.
A thin MgB?film could not be synthesized by evaporating directly from the pre-compounded powder
 
source.
A new structure appeared in the MgKLL Auger spectra in a simultaneously deposited MgB?film.
The energy position of the structure is coincident with neither corresponding position of Mn metal nor
 
MnO. It corresponds to that of the MgB?powder samples.
The B1s spectra in a simultaneously deposited MgB?film might reveal that  q  0,as in the
 
MgB?powder samples. This implies that the amount of the valence charge of a B atom almost
 
remains or increases with temperature decreasing. Here, q stands for the changes in the charge on
 
the B ion at 15 K relative to that at room temperature. The result seems not to agree with other
 
experimental results in which the valence electrons tend to be localized in a honeycomb plain
 
constructed from B atoms in the superconducting phase.





























































みられない??。数種の実験結果???は、MgB?のMgは蜂の巣格子状に並んだ B原子 1個あたり 1個の
電子を供給しているとするバンド計算の結果と一致している。このことにより、B原子により形成さ
れている二次元面は B原子より電子が 1個多い C原子によって形成されるグラファイトと同じこ
とになり、MgB?のバンド構造はグラファイトと対応させることができる。B?の電子配置は（2s)?
（2p)?であり、Cと等電子数シーケンスを作る。共有結合によりハニカムを形成しており、各 B原








































































(ａ) Mg2s, 2pXPSスペクトル 2sのピー
ク強度でノーマライズしてある．

































図 3は、B単体の B1s XPSスペクトルを示す。15Kのスペクトルにはピークのやや低結合エネル
ギー側に肩構造○ａが見られる。このことから、ピーク位置は 300Kと 15Kとでほぼ同等か、又は降
温に伴いやや低結合エネルギー側にシフトしているように見える。
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charge-upの度合いの変化によるものであると考えられる。なお、全半値幅（Full Width Half Maxi-
mum：FWHM）は 300Kと 15Kそれぞれ 4.2 eV、4.8 eVであった。
４．１．３ MgB?系
図 5は、MgB?粉末試薬を直接蒸着することにより作成した薄膜試料の 15Kにおけるスペクトル
を示す。（a）はMg2s,2p XPSスペクトル、（b）はMgKLL Augerスペクトル、（c）は B1s XPSス
ペクトルである。以下、図 9まで（a）、（b）、（c）は同種類のスペクトルを示す。図 5（a）からMg2s




図 6は、Mg?B?（x＝0.3）薄膜試料のスペクトルを示す。上のスペクトルは図 1と同様 300Kで測
定したスペクトルを示し、下は 15Kのものを示す。図 6（a）では、ばらつきが見られるものの 15K
のスペクトルにはMg2s準位、2p準位のピークを確認できる（○ａ、○ｂ）。しかし、300Kにおいては
統計誤差が大き過ぎてピークを同定できない。Mg?B?（x＝0.3）のMg2s,2p XPSスペクトルから、
300K及び 15Kにおける差異について考察することは難しい。図 6（b）では、結合エネルギー300 eV


























変化が観測される。これについては、次節で詳細に述べる。図 8（c）では、 300Kと 15Kとの B1s
準位のピーク位置を比較すると、降温に伴いピークがやや高結合エネルギー側へシフトしているよ


















れない。図 9（b）では、Mg2s,2p XPSスペクトルと同様に顕著にKLL Augerのメインピークを
観測できる。また、降温に伴いスペクトルの形状及びピーク位置に有意の差は見られない。図 9（c）































































更に詳しく比較するため、図 12にそれぞれの試料の 15Kにおける B1s XPSスペクトルを示す。薄
膜試料の B1sピークと粉末試料における低結合エネルギー側の B1sピークとのエネルギー値、形状
は同じ傾向を示す。すなわち、300Kでは約 188 eVにピークを持つ対称な形状であるが、15Kでは高
















































表面が覆われていると考えられ、これによる charge upを 3.0 eVとすると 3つのスペクトル
のエネルギー値は全てつじつまが合う）。
(4) MgB?粉末試料とMg?B?（x＝1.0）薄膜試料における B1s XPSスペクトルの比較から、以下の
結論が得られた。
(a) MgB?粉末試料の 2つの構造からなるスペクトルの高エネルギー側の構造は酸化物による。
(b) MgB?粉末試料とMg?B?（x＝1.0）薄膜試料における B1s XPSスペクトルのエネルギー値、
形状は同じ傾向を示す。すなわち、300Kで対称な形状を持つが、15Kでは高結合エネルギー
側に肩構造が現れる。
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